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２
月
12
日
に
開
会
し
た
杉
並
区
議
会
第
１
回
定
例
会

は
、
３
月
19
日
閉
会
し
ま
し
た
。

岸
本
聡
子
区
長
か
ら
提
案
さ
れ
た
「
令
和
７
年
度
杉

並
区
一
般
会
計
予
算
」
は
、
日
本
共
産
党
を
含
む
賛
成

多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

私
は
、
日
本
共
産
党
区
議
団
を
代
表
し
、
各
会
計
予

算
に
対
す
る
意
見
表
明
を
行
い
ま
し
た
。
予
算
に
賛
成

し
た
主
な
理
由
は
左
枠
の
と

お
り
で
す
。

新
年
度
の
国
民
健
康
保
険
料
は
、
ひ
と
り
当
り
前
年

度
比
３
７
８
１
円
の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
す
。
物
価
高

騰
の
も
と
で
の
保
険
料
引
き
下
げ
は
重
要
で
あ
り
、
国

民
健
康
保
険
事
業
会
計
予
算
に
賛
成
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
依
然
と
し
て
高
い
こ
と
に
変
わ
り
は
な
く
、
引
き

続
き
負
担
軽
減
を
求
め
ま
し
た
。

介
護
保
険
、
後
期
高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
予
算

は
、
一
部
値
上
げ
と
な
る
た
め
反
対
し
ま
し
た
。

■岸本区長が「住まいは権利」の理念

のもと、わが党区議団も求めてきた家賃

助成に踏みだすこと。

■移動教室における「まかない費」（食

費）相当分の徴収の廃止。こども食堂の

運営費や立ち上げにたいする助成の実施。

■会計年度任用職員の再任用にかかる上限の撤廃、図書館司書

の報酬額引き上げ等、区職員の処遇改善に取り組んでいること。

■「子どもの権利に関する条例」「いじめの防止等に関する条

例」の制定は、子どもの人権を守るための取り組みとして重要。

■前区政のもとで遅れていた区立小中学校トイレの洋式化推進。

■震災救援所等の災害備蓄品の拡充、（仮称）不燃化会議の開

催、防災防犯用品カタログギフトの配布などの取り組みは重要。

■区立施設マネジメント計画、（仮称）デザイン会議など、区

職員と住民の対話のまちづくりが進められていること。

■気候区民会議、ジェンダー平等審議会の設置、多文化共生方

針の策定などに取り組んでいること。

■若い世代が平和文化の担い手として育っていくための支援を

示したこと。

党
区
議
団
を
代
表
し
、
予
算
に
対

す
る
意
見
表
明
を
行
い
ま
し
た

国
民
健
康
保
険
料

引
き
下
げ
へ

予算に賛成した主な理由



２
月
19
日
の
本
会
議
一
般
質
問
で
、
田
中
ゆ

う
た
ろ
う
議
員
が
、
教
育
長
ら
を
威
嚇
し
机
を

大
き
な
音
で
叩
い
た
こ
と
に
対
し
、
日
本
共
産

党
杉
並
区
議
団
を
含
む
21
名
の
議
員
が
懲
罰
動

議
を
議
長
に
提
出
。
そ
の
後
の
議
会
運
営
委
員

会
理
事
会
（
４
人
以
上
の
交
渉
会
派
の
代
表
が

理
事
）
で
、
懲
罰
特
別
委
員
会
の
設
置
に
つ
い

て
の
協
議
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
意
見
が

一
致
せ
ず
、
な
か
な
か
日
程
が
決
ま
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

３
月
14
日
の
理
事
会
で
、
懲
罰
特
別
委
員
会

の
定
数
に
つ
い
て
「
発
議
者
が
委
員
の
過
半
数

に
満
た
な
い
こ
と
」
「
発
議
者
は
正
副
委
員
長

か
ら
は
外
れ
る
こ
と
」
に
つ
い
て
合
意
が
は
か

ら
れ
ま
し
た
。

無
所
属
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
の
安
斉
あ

き
ら
理
事
か
ら
は
「
私
ど
も
の
会
派
は
懲
罰
に

関
す
る
特
別
委
員
会
で
の
議
論
及
び
採
決
に
は

一
切
加
わ
ら
な
い
こ
と
を
表
明
す
る
」
と
の
発

言
が
あ
り
ま
し
た
。

３
月
18
日
、
本
会
議
が
開
か
れ
、
懲
罰
動
議

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

田
中
ゆ
う
た
ろ
う
議
員
が
弁
明
に
立
ち
「
問

題
提
起
を
お
こ
な
っ
た
私
が
懲
罰
を
科
さ
れ
る

筋
合
い
は
あ
り
ま
せ
ん
」
「
（
発
議
者

21
名
の
名
前
を
読
み
上
げ
）
以
上
21
名

の
方
々
に
深
く
遺
憾
の
意
を
表
明
す
る

と
と
も
に
、
今
か
ら
で
も
本
動
議
を
撤

回
さ
れ
る
こ
と
を
求
め
る
」
な
ど
と
発

言
し
ま
し
た
。

本
会
議
終
了
後
、
懲
罰
特
別
委
員
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。
無
所
属
・
都
民
フ
ァ
ー

ス
ト
の
会
の
宇
田
川
ゆ
う
じ
委
員
は
、

委
員
会
開
会
前

に
委
員
会
室
に

顔
を
出
し
ま
し

た
が
、
す
ぐ
に

退
室
。

そ
の
後
、
選

挙
に
よ
り
堀
部
や
す
し

委
員
（
無
所
属
）
が
委

員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。委

員
長
か
ら
は
、
杉

並
区
議
会
で
初
め
て
の

懲
罰
の
審
議
で
あ
り
慎

重
に
お
こ
な
う
必
要
が

あ
る
こ
と
、
全
国
の
事

例
等
に
詳
し
い
学
識
経

験
者
を
参
考
人
と
し
て

招
致
す
る
の
は
ど
う
か
と
の
提
案
が
あ
り
、
こ

れ
に
つ
い
て
は
、
委
員
全
員
が
同
意
し
ま
し
た
。

次
回
の
懲
罰
特
別
委
員
会
は
３
月
31
日
（
月
）

で
す
。
こ
の
日
は
午
後
１
時
か
ら
区
税
条
例
の

改
正
に
伴
う
臨
時
会
が
開
催
さ
れ
、
本
会
議
終

了
後
、
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

時
間
は
未
定
で
す
が
、
午
後
３
時
前
後
か
と

思
わ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

懲
罰
特
別
委
員
会
設
置

よ
う
や
く
合
意
へ

委員長 堀部やすし（無所属）

副委員長 渡辺富士雄（公明党）

委員 藤本なおや、吉田あい（自民党）

富田たく（日本共産党）

ひわき岳（立憲民主党）

中村康弘（公明党）

宇田川ゆうじ（無所属・都民ファーストの会）

鈴木ちづる（維新・無所属）

そね文子（生活者ネットワーク）

奥山たえこ（れいわを耕す）

木梨もりよし（共に生きる杉並）

懲罰特別委員会の委員名簿

本
会
議
で
田
中
議
員
が
弁
明

特
別
委
員
会
開
催

委
員
長
を
選
出

次
回
の
委
員
会
開
催
は

３
月
31
日


